
冒
頭
、
上
田
副
委
員
長

か
ら
、
「
病
院
事
業
庁
は

経
営
形
態
の
見
直
し
と
し

て
、
現
状
の
財
政
状
況
を

黒
字
化
と
し
た
後
、
独
法

化
を
進
め
て
い
く
方
向
と

し
て
い
る
。
組
合
と
し
て

は
、
今
後
も
交
渉
で
要
求

を
実
現
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

（
權
田
委
員
長
は
諸
事
情

に
よ
り
欠
席
）

（
質
問
）

伊
藤
代
議
員
・
が
ん
中
央

病
院
組
合
で
レ
ク
を
行
っ

て
い
る
が
、
企
画
し
た
り
、

人
数
を
集
め
た
り
す
る
の

が
大
変
で
あ
る
。
減
ら
し

た
り
、
無
く
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

（
本
部
答
弁
）

レ
ク
は
県
職
連
合
会
の

予
算
で
あ
り
、
病
院
組
合

で
レ
ク
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

現
状
は
、
各
病
院
２
年
に

１
回
の
持
ち
回
り
で
、
強

制
で
な
く
お
願
い
を
し
て

い
る
。
今
年
は
が
ん
中
央

に
お
願
い
を
し
て
い
た
が
、

実
施
で
き
な
い
の
は
や
む

を
得
な
い
も
の
の
、
も
っ

と
早
く
言
っ
て
も
ら
え
ば
、

他
病
院
に
声
を
掛
け
る
事

も
で
き
た
。

病
院
組
合
の
レ
ク
の
実

施
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

連
合
会
の
予
算
は
変
わ
ら

な
い
。

（
再
質
問
）

吉
田
代
議
員
・
が
ん
中
央

レ
ク
で
は
、
同
じ
病
院

の
参
加
者
同
士
で
行
動
す

る
こ
と
が
多
く
、
病
院
組

合
全
体
と
し
て
の
交
流
と

い
う
感
じ
が
薄
い
。

例
え
ば
、
病
院
ご
と
に

会
食
等
を
実
施
し
た
時
に
、

予
算
を
付
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

（
本
部
答
弁
）

レ
ク
と
し
て
の
予
算
を

そ
の
よ
う
な
使
い
方
に
は

で
き
な
い
。
今
の
と
こ
ろ

連
合
会
の
執
行
委
員
会
で

も
そ
の
よ
う
な
議
論
は
出

て
い
な
い
。
分
会
ご
と
で

あ
れ
ば
、
分
会
交
付
金
の

予
算
の
中
で
行
う
事
は
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
、
別

で
予
算
を
立
て
る
の
は
、

困
難
で
あ
る
。

も
し
、
分
会
で
実
施
し

た
い
学
習
会
が
組
合
に
役

立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
企
画

書
を
本
部
に
提
案
し
、
予

算
の
範
囲
内
で
は
あ
る
が
、

執
行
委
員
会
で
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

(1) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №91
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11
月
26
日
午
後
、
ウ
ィ

ル
あ
い
ち
に
お
い
て
第

11
回
定
期
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

大
会
で
は
２
０
１
５

年
度
活
動
報
告
と
２
０

１
６
年
度
運
動
方
針
、

予
算
な
ど
が
提
起
さ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

県
職
連
合
第
11
回
定

期
大
会
が
、
同
日
午
前

中
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
２
０
１
６

年
度
運
動
方
針
な
ど
が

提
起
さ
れ
、
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。



11
月
11
日
に
静
岡
県
立

こ
ど
も
病
院
看
護
師
の
牧

田
彰
一
郞
さ
ん
を
講
師
に
、

地
方
独
立
行
政
法
人
の
学

習
会
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
75
名
で
皆

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

内
容
は
、
独
法
化
前
の

闘
い
、
独
法
化
前
後
の
職

員
の
意
識
、
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

独
法
化
す
る
と
黒
字
に

な
っ
た
の
は
、
民
主
党
政

権
で
診
療
報
酬
の
改
定
が

毎
回
プ
ラ
ス
改
定
だ
っ
た

こ
と
。
ま
た
、
静
岡
県
か

ら
の
繰
入
金
が
10
億
円
増

加
し
た
こ
と
が
原
因
と
思

わ
れ
る
。
平
成
21
年
か
ら

平
成
25
年
度
ま
で
に
黒
字

で
な
い
病
院
は
経
営
が
ダ

メ
で
あ
る
と
の
厳
し
い
話

を
さ
れ
ま
し
た
。

独
法
化
の
メ
リ
ッ
ト
の

一
つ
と
し
て
業
績
手
当
が

挙
げ
ら
れ
、
平
均
４
万
８

千
円
ま
で
増
加
し
た
が
、

今
年
度
は
２
千
円
で
交
渉

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
今

後
は
、
診
療
報
酬
が
下
げ

ら
れ
る
方
向
に
あ
る
の
で
、

経
営
的
に
厳
し
く
な
る
予

想
を
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
困
っ
た
時
は

お
互
い
様
と
の
話
を
い
た

だ
き
、
今
後
と
も
協
力
し

て
い
く
こ
と
で
、
盛
況
の

う
ち
に
講
演
を
終
了
し
ま

し
た
。

2015年12月４日 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №91 (2)

要 求 内 容 回 答

Ⅰ 統一要求
１ 人員・組織・機構に関する要求
(1) 看護師の１人月８日以下（３交替制勤務）の夜勤
回数を遵守するため、年度途中でも速やかに正規職員で
補充するとともに、産休・育休取得者及び育児短時間勤
務職員の代替職員を確保すること。

看護師については、年度当初において、育児休業者等
の補充を正規職員により行っている。
また、年度途中においても、職員採用試験の合格者のう
ち免許取得者の採用を積極的に行っている。
今後も、看護師の確保に努めていく。

(2) 認定・専門看護師が専従として活動するため、定
数と増員すること。

平成２７年度から、がんセンター中央病院及び愛知病
院においては、専門看護師・認定看護師の診療報酬上の
役割を考慮し、定数化を図ったところである。

２ 賃金・手当に関する要求
(3) 夜勤時のタクシー代を全額病院負担とすること。 現状どおりとしたい。

(5) 城山病院の薬剤師に調整額2,500円を支給すること。 現状どおりとしたい。

(8) 小児センター３２病棟看護師の調整数を２に引き
上げること。

現状どおりとしたい。

５ その他の要求
(2) 病院で働く職員が働き続けていくために、院内保

育所(24時間・病児保育)の整備を全病院に早急に行
い、利用したい職員が利用できる定員を確保するこ
と。また、対象者は、看護師・女性医師に限らず病
院に勤務する全職員とすること。

院内保育所については、順次整備に努めていきたい。
なお、小児センターにおいて平成28年度中の設置に向け
て検討しているところである。
また、対象者については、保育所の運営状況を見ながら
検討していきたい。

(4) 臨時雇用職員の単価について、地域の相場を考え
て設定すること。

予算の範囲内で、所属が必要と認める場合には、特例
単価の設定で対応したい。

(7) がんセンター中央病院で実施されている民間マン
ション等の借り上げを他の病院でも行うこと。

各病院で必要性を検討し、予算化した内容については、
「愛知県病院事業庁職員公舎管理規程」を活用した導入
が可能である。

（抜 粋）

平成27年11月13日


